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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 森重 幸子 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、京都市都心部に多数存在する細街路に着目し、細街路の実態および細街
路沿いのまちづくり活動に関する調査を行い、細街路沿いのまちなみの維持・継承の
ための方策について主として行政による施策という観点から考察した結果をまとめ
たものであり、得られた主な成果は次のとおりである。 
 
１． 細街路と町家の分布の関係性の分析から、細街路が多い地区、特に袋路が多い地
区に町家も多いことを示した。個別の細街路に着目した分析では、袋路では町家
が多く存在するものと全く無いものの両極端に分かれる傾向があったのに対し
て、通り抜けでは町家の偏りは見られなかった。このことから、袋路には個別的
なアプローチが有効であること、現状で町家が多く残る通り抜けは貴重な存在で
あり優先的に施策の対象と位置づけるべきであることを明らかにしている。 
２． 細街路沿いのまちづくり活動の事例調査から、まちづくり活動は建築物の付属物
や道の舗装などに一定の成果を上げており、普段からのまちづくり活動を支援す
ることは有効な対策の１つであることを示した。一方で、建築物に関する拘束力
のあるルールづくりの段階には至らず、その背景には、制度の理解の難しさ、担
い手の不足、多様な価値観の存在といった、都心部の細街路沿いの合意形成を阻
害する複合的な要因があることを明らかにしている。 
３． 高度利用が想定されている市中心部では細街路沿いであっても高層建築物の建
築が可能であり、京都市中心部の幹線道路沿い地区を対象とした調査によって、
細街路に面して高層建築物が立つ事例について細街路との関係性から実態を明
らかにした。特に、通り抜けられる細街路の途中に高層建築物が立つ例が比較的
多く見られ、細街路沿いのまちなみへの影響が大きいことを明らかにしている。
その上で、細街路沿いのまちなみの維持・継承には細街路側からの形態規制の導
入が必要であることを指摘している。 
 
 本論文は、京都市都心部に数多く存在する細街路に関する詳細な調査にもとづき細街
路沿いのまちなみの維持・継承のための方策について具体的な知見を示しており、近年
ますます重要性を増している既成市街地の再生という観点からも意義のあるものであ
り、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学
位論文として価値あるものと認める。また、平成２９年２月９日、論文内容とそれに関
連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
 
 
